
六
月
三
十
日
、
キ
ャ
ノ
ンIT

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
は
同
社
が
開
發
販
賣
を
進
め
來
れ
る
日
本
語

DTP

（desktop
publishing

）ソ
フ
ト
「Edicolor

」
を
本
年
末
を
以
て
終
了
す
と
發
表
す
。
吾
嘗
て
本
ソ
フ
ト
の

前
身
「SM

I-ED
IA
N

」
の
開
發
に
協
力
し
た
る
こ
と
あ
り
、
感
慨
深
き
も
の
を
感
ず
。

こ
の
、
無
論
そ
の
先
驅
は
米
國
に
て
、
當
時
既
にPagem

aker

な
ど
輸
入
あ
る
も
、
假
名
遣
、
漢
字

DTP

そ
れ
に
訓
點
、
ル
ビ
、
割
注
な
ど
獨
特
の
複
雜
性
の
あ
る
日
本
語
書
き
言
葉
の
文
字
組
版
の
電
子
化
に
は

な
ほ
解
決
す
べ
き
問
題
數
多
あ
り
け
り
。
試
み
に

①

学
業
を
終
え
て
後
、
自
ら
の
生
業
と
し
て
、
教
育
に
携
わ
つ
た
。

な
る
現
代
文
を
電
筆
に
て
作
ら
む
と
す
る
に
、
先
づ
現
代
表
記
（
左
傍
線
）
に
て

ワ
ー
プ
ロ

②

が
く
ぎ
ょ
う
を
お
え
て
の
ち
、
み
ず
か
ら
の
な
り
わ
い
と
し
て
、
き
ょ
う
い
く
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。

と
打
ち
て
、
「
變
換
」
キ
ー
を
押
し
、
若
干
の
調
整
作
業
を
經
て
作
業
を
完
成
し
得
。
便
利
な
り
。

さ
れ
ど
も
し
こ
れ
を
文
語
表
現
（
常
用
漢
字
、
現
代
假
名
遣
の
適
用
對
象
外
）
に
て

③

學
業
を
終
へ
て
の
後
、
自
ら
の
生
業
と
し
て
、
教
育
に
攜
は
り
た
り
。

と
作
る
と
せ
ば
、
文
體
を
文
語
と
し
、
假
名
遣
を
歴
史
的
假
名
遣
に
改
め
（
左
傍
線
）

④

が
く
げ
ふ
を
を
へ
て
の
の
ち
、
み
づ
か
ら
の
な
り
は
ひ
と
し
て
、
け
う
い
く
に
た
づ
さ
は
り
た
り
。

と
打
ち
て
、「
變
換
」
キ
ー
を
押
す
の
み
に
て
は
作
業
を
完
成
し
得
ず
。
現
在
の
電
筆
上
に
て
は
こ
れ
を

可
能
と
す
る
ソ
フ
ト
（
「
契
冲
」）
既
に
あ
る
も
、
恐
る
ら
く
は
こ
れ
を
使
用
せ
ず
は
、
先
づ
②
に
よ
り

①
を
得
て
、
そ
の
傍
線
部
を
一
つ
宛
③
の
傍
線
部
に
打
ち
直
す
を
要
す
。
制
作
過
程
は
現
代
文
に
比
べ

て
遙
か
に
煩
瑣
な
り
。
加
之
、
當
該
箇
所
の
打
直
し
に
遺
漏
避
け
ら
れ
ず
、
印
刷
ゲ
ラ
に
て
氣
附
き
訂

正
を
繰
返
す
も
、
最
終
文
書
に
な
ほ
漏
れ
を
殘
し
、
可
惜
不
名
譽
の
譏
を
受
く
る
に
至
ら
む
。
昭
和
の

終
り
頃
ま
で
は
、
識
者
手
書
き
に
て
原
稿
を
草
し
、
印
刷
所
は
こ
れ
を
熟
練
の
文
選
、
校
正
に
て
誤
り

な
く
製
版
す
。
電
筆
の
普
及
に
よ
り
博
く
著
者
自
身
に
て
製
版
が
可
能
と
な
る
も
、
同
時
に
印
刷
は
著

者
の
原
稿
電
簿
か
ら
の
直
接
印
刷
へ
と
進
み
つ
ゝ
あ
り
。

フ
ァ
イ
ル

か
ゝ
る
趨
勢
下

の
有
す
る
意
義
は
大
な
り
。
即
ち
は
著
者
側
の
校
正
強
化
、
更
に
は
意
匠
面
へ
の

DTP

DTP

參
畫
を
も
可
能
と
し
、
實
際
に
印
字
し
て
こ
れ
を
完
全
版
下
と
し
て
印
刷
所
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

印
刷
物
の
資
料
と
し
て
の
品
質
竝
び
に
價
値
を
高
む
る
を
可
能
と
す
。

判
の
二
段
組
な
ど
一
行
二
十
五
文
字
前
後
の
設
定
多
く
、
例
へ
ば
假
名
書
き
の
多
き
和
歌
の
表
示
が

A5一
行
に
收
ら
ぬ
こ
と
あ
り
、
通
常
は
印
刷
試
行
し
て
初
め
て
か
ゝ
る
こ
と
に
氣
附
く
こ
と
多
し
。
に
DTP

て
の
印
字
は
正
確
に
本
印
刷
の
原
板
な
れ
ば
、
和
歌
は
す
べ
て
二
行
に
、
或
い
は
假
名
の
文
字
間
隔
の

調
節
な
ど
、
後
續
頁
へ
の
影
響
を
含
め
、
著
者
の
側
に
て
各
種
工
夫
が
可
能
な
り
。

Edicolor

は
か
ゝ
る
需
要
を
滿
す
と
し
て
、
本
會
の
電
網
上
架
、
小
册
子
な
ど
の
印
刷
刊
行
、
最
近
は

DTP

メ
ル
マ
ガ
に
も
活
用
の
幅
を
廣
げ
來
る
。
一
方
米
國
製
日
本
語

に
もA

dobe
In
D
esign

な
ど
出
色
の

DTP

も
の
寡
か
ら
ず
、
之
を
否
定
す
る
に
は
非
ざ
る
も
、
先
方
の
方
針
變
更
そ
の
他
の
事
態
に
も
對
處
し
得
る

體
制
は
文
化
的
安
全
保
障
の
面
か
ら
も
必
要
に
し
て
、
取
敢
へ
ず
はEdicolor

の
使
用
を
繼
續
し
つ
ゝ
、

之
に
代
る
國
産
ソ
フ
ト
の
登
場
ま
で
を
凌
ぐ
べ
き
な
り
。そ
の
意
味
に
て
本
會
會
員
に
よ
るEdicolor

の

活
用
は
大
い
な
る
援
軍
と
な
り
得
べ
し
。

（
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
受
附
）
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國
産
D
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退

市
川
浩


